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健
件
を
表
現
す
る
聯
立
方
程
式
の
解
た
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

(
〉
)

H

H

]

{

 

引川明百-河川
H
引
川
唱
、

4
H
i
-
-
:
H申
p
p
H引
1
2
H

一h
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(寸
J
l
y
)
目
出

此
等
の
諸
範
曜
の
方
程
式
の
意
味
及
び
数
は
次
表
の
一
不
す
通
り
で
あ
る
が

(
冨
)

-
w
.
5
H
M
 

一
片
(
向
。

a
e
A
U
U〉

一
向

}
J
H
4

ロ

-
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M
凶
H
H
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一
手
M
1
u
h
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〉
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〉
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切

切b

{
K
F
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時
干
『
圏
」
f
一
ハ
作
。
ぺ
吊
Y

吉
岡
山
官
苦
汁
刷
一
諸
湘
説
法
町
一
挿
③
芯
櫛

( 

国
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パ
レ
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均
衡
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バ
レ
ト
の
生
康
均
衡
論

第
州
十
二
巻

第

EK
拡

ム
ノ、

九

A 

(
出
)

十

= 

尚
車齢

( 

ロ
) 

h
H
M附

U

き
汁
」
「
ペ
見
)
司
副
hv

一μ窓
「
叶

6
・
降
臨
海
作
国
間
同
州
市
畑
京
什

S
B棺

一
(
附
註
一
一
ヤ

E
+
2
l同

( 

t司
) 

糧
事
§
泌
-
H
訓
郡
瀬
川
明
含
白
濁
h
v
ε
難
陣
作
用
車
抽
-
H
漉
表
情
雪
印
倖

S
裂

h
s簿
一
昨

ハ
レ
ト
の
理
論
経
梼
撃
の
根
本
を
急
す
此
の
生
産
均
衡
の
方
程
式
に
闘
し
て
は
、

説
明
を
補
足
す
べ
き
勲
一
か
動

m
i

，、
o

t'ハ
ー
し
ー

h
山

J

↑
虫
こ
士
こ
こ
、

U
汗
t
L
+
b
A円

'M-
ド
μ
十
l
h
J
i

つ
ハ
レ
ト
の
持
殴
法
胞
の
何
人
よ
り
も
、

経
沸
崎
恥
畝
H
県
相
互
閣
の
相
互
依
存
聞
協

を
強
制
し
に
鮪
に
あ
る
、

(
こ
れ
よ
り
毅
墜
的
方
法
の
必
要
が
説
明
さ
れ
る
。
)
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
ワ
w
て
フ
ザ
ハ
け
か

債
値
の
原
因
と
し
に
稀
小
性
を
謂
は
ば
そ
の
二
つ
の
構
成
要
素
た
る
欲
望
L
」
障
碍
と
に
分
ち
、
此
の
雨
者
の
封
抗

よ
り
経
済
均
衡
が
成
立
す
る
と
見
る
、
此
の
観
輸
は
バ
レ
ト
オ
の
理
論
盟
系
を
終
始
一
貫
し
て
ゐ
る
。
」
こ
左
を
指

(附註コ一一

摘
す
る
に
止
め
る
。
五
日
冷
は
此
の
生
産
均
衡
の
方
程
式
の
内
容
に
立
入
っ
て
論
じ
よ
う
。

上
記
の
方
程
式
は
吾
冷
が
最
初
要
求
し
た
よ
-qgmr'mo-口
問
己
主

o
E
q
呉
国
円
四
旬
、

の
描
寝
と
し
て
、
完
全
で

は
な
い
。
生
産
係
数
の
可
襲
性
と
諸
企
業
問
へ
の
生
産
の
分
配
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
を
補
ふ
も
の
は

範
曙
伊
の
方
程
式
で
あ
る
。
バ
レ
ト
は
先
づ
次
の
如
〈
生
産
係
数
の
可
麓
性
を
論
十
る
。

簡
単
の
錦
、
或
る
商
品
〔
以
〕
の
総
生
産
高
X
が
唯
一
個
の
企
業
だ
け
に
よ
っ
て
生
産
3
れ
る
と
す
る
。
更
に
式

(
]
[
"
。
の
総
生
産
費
は
(
]
[
喝

ω)
を
用
ひ
で
、

(

]

[

匂

由

)

』.:-. 
柄

11 
月。
瞬

+ 
。】『岡

〆-、
~ 
M 

+ 
'官
官

cr 
M 

十

) 

巳a

x 

Manuel. p・333-336.此の動、荘、見は安井康磨、前掲論文、 p.76以下、栗判
雄吉事士、「限界生産カ設の吟味J(経梼皐研究、開 f ー)の所説k多少異る o
私見の如き解縛も許されると思ム。偽以下の紋逃に闘しでは高田土博、新講
11 p. 340以下参照。
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な
る
形
に
書
改
め
ら
れ
る
が
、
自
由
競
争
の
偲
定
の
下
で
企
業
が
総
生
産
費
ぞ
極
小
な
ら
し
め
る
場
合
に
は
、
債

格
n
H
h
・
・
:
:
-
は
勿
論
、
積
分
の
上
限
(
却
も
生
産
高
X
)
も
亦
、
積
分
記
銃
下
の

h
L

-
の
饗
動
と
無
闘
係

で
あ
石
、
(
換
言
す
れ
ば
、
生
産
係
数
は
生
産
物
数
量
に
無
関
係
に
襲
動
す
る
、
)
と
〆
レ
ト
は
偲
定
す
る
。
却
は

ち
.ρ

レ
ト
が
問
題
と
す
る
の
は
、
市
場
に
於
て
財
の
債
格
が
典
へ
ら
れ
た
場
合
、
企
業
は
生
産
物
数
量
を
固
定
し

た
ま
う
、

如
何
に
し
て
生
産
係
数
を
此
の
債
格
に
趨
臆
せ
し
め
、

生
産
費
を
極
小
な
ら
し
め
る
か
?
で
あ
る
。

夫
故
仁
純
生
産
費
の
麺
分
を
考
へ
る
に
営
っ
て
、
彼
は
九
遁
常
な
さ
る
〉
如
〈
、
生
産
高
の
餐
動
よ
り
生
守
る
そ

れ
を
考
へ
な
い
。
勿
論
こ
れ
は
企
業
一
炉
、
所
謂
試
行
錯
諜
の
過
程
に
於
て
、
建
動
せ
る
債
格
に
卦
し
て
費
動
せ
る

生
産
高
セ
以
て
鵬
』
V
J

る
'
}
土
佐
官
認
す
る
京
味
で
は
な
い
。

き
て
上
記
の
偲
定
の
下
に
於
て
、
財
〔
U

ハ
〕
を
X
だ
け
生
産
す
る
企
業
に
と
っ
て
、
生
産
費
極
小
の
得
め
傑
件
式

は
(
一
一
∞
)
を
用
ぴ
て

同

。H
色町
M
H一
(
月
四
白

1
4
z
h
F十一
)
O
恥
円

M十

と
書
か
れ
、
更
に
生
産
高
炉
圃
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
比
の
式
は

(

]

[

・

4
)

-
・
)
己
ハ

(
H
u
∞) 

hr十
p
b
F
+
?
u
p十
-
:
:
-
H
C

な
る
形
に
書
改
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
典
へ
ら
れ
た
る
生
産
高
X
の
下
に
於
で
生
産
費
極
小
の
魚
生
産
係
数
の
諸

品
境
分
が
満
足
す
べ
き
聞
係
式
で
あ
る
。
然
る
に
生
産
係
数
中
に
は
常
数
の
も
の
一
、
常
教
に
遅
き
も
の
、
生
産
物
数

量
に
従
っ
て
墾
動
す
る
患
の
、
特
殊
の
、
例
へ
ば
補
償
の
法
則
に
従
ふ
も
の
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
上
記
の
生
産

パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻
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L
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幅
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5a) Cnurs (T. 2・p.8890.) の考察は、広見を以てすれば、平均生産費に閲する
が、生産物毅量が固定きれである事止の場合と同僚である。



第
四
十
二
巻

係
数
の
諸
費
分
は
こ
れ
ら
の
現
質
的
事
情
に
従
っ
て
虞
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

九コ一

O

第
五
披

パ
レ
ト

ω
生
産
均
衡
論

i¥ 

第
一
。
若
し
例
へ
ば
q
h

が
常
数
な
ら
ば
、
そ
の
麓
分
は
0
で
あ
る
c

r
個
の
生
産
係
数
-
h
p
h
A
j
-
-
:
:
ら
の
聞
に
成
立
し
、

-
第
一
一
。
補
償
の
法
則
が
例
へ
ば
、

(

]

{

w

∞) 
『

(
F・
p
・
-
:
:
:
:
p
)
H
O

ρ
l
守
口
比
此
以
外
に
崎
係
が
な
い
昨
は
、

ν

h

ν

h

ν

刑

νh

Z
叫
川
ー
で
の
〕
劃
川
1
〈

匂

:

・

:
:
:
:
:
w
F
副
引
l
F
I
E
F
-〈

b

s

 

な
る
(
円
l
H
)

個
の
闘
係
式
が
得
ら
れ
る
。
、
4

の
r
個
の
方
程
式
は
r
個
の
生
産
係
数
-hphA

る

月三

苫を
凶て

ノj玉

さ

れ
る
女日
告

も
σ) 
.1ア

4ヲ

(
円
∞
)
に
よ
り
、

F

」
F

M
」

F
C」

戸
ー
ケ
巴
)
(
一
円
、

H
O
)

ρ〕
A

を
決
定
す
る
に
充
分
で
め
る
。
他
の
場
合
も
同
様
に
慮
理
き
れ
る
。

以
上
が
.ρ

レ
ト
の
生
産
係
数
の
可
融
慢
性
に
闘
す
る
理
論
で
あ
る
。

こ
れ
に
闘
し
て
私
見
を
教
べ
て
見
度
い
。
私

見
は
、
以
上
の
如
き
バ
レ
ト
的
な
る
取
扱
ひ
は
、

ワ
W
F
-
ア
ス
的
な
る
取
扱
ひ
と
根
本
的
相
患
を
有
し
な
い
、
と
い

ふ
に
存
す
る
。
議
に
ワ

Y
-
ヌ
ス
的
な
る
取
扱
ひ
と
掛
相
す
る
の
は
便
宜
上
の
稿
呼
で
あ
っ
て
、
今
の
場
合
生
産
高
を

x
、
此
の
企
業
の
生
産
財
需
要
量
を
夫
々

a
b
-
-
:
:
c
を
以
て
表
は
す
と
き
生
産
の
技
術
的
保
件
よ
り
、
先
づ

「
生
産
画
数
」
が
例
へ
ば

(
]
ン
同
一
)

M
H唱
『

(
P
7
J
E
-
-
-円
)

な
る
形
式
で
奥
へ
ら
れ
る
と
見
、
こ
れ
か
-
生
産
均
衡
考
察
の
基
本
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
以
下
悲
見
の
論
擦
を
伎

べ
よ
う
。

合 Cours，T. 2， p. 83 et suiv.高田博士、「純生産力につL、で」経済論叢、主
六，三、 p.26. r限界生産カ設の=形態」同誌、凶ーーノ問、 p.9.を色参照さ
れ度L、。問題が限界生産力説批剣に闘聯せる事周知lの虫IJ¥である。
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バ
レ
ト
は
以
上
の
生
産
係
数
の
可
麺
性
の
考
察
に
際
し
で
は
、

生
産
高

X
ば
奥
へ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
て
ゐ

る
。
今
営
然
許
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
例
へ
ば
、
(

]

[

W

5

)

の
如
き
形
の
補
償
の
闘
係
が
或
る
範
園
の
X

に
闘
し
て
典
へ
ら
れ
た
と
し
よ
う
。
然
る
時
、
(

]

[

u

H

O

)

は
生
産
係
載
の
定
義
(

]

[

u

凶
)
に
よ
り
、
偏
微
分
方
程
式

(
阿

-E)
『
へ
〕
戸

b
p
j
i
-
-
:
・
・
~
円
〆

y
'
u
×
.

u

x

.

U

V

内、ーー

を
奥
へ
る
。
此
の
偏
微
分
方
程
式
が
若
し
解
を
有
す
る
な
ら
ば
、
而
し
て
そ
の
解
ぞ
輿
へ
ら
れ
た
る
事
情
に
臆
じ

て
趨
嘗
に
書
改
め
る
な
ら
ば
.
必
A
V
(
H
L
】
)
の
却
き
形
の
生
産
耐
敷
が
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

勿
論
、

此
の
主
張
は
生
産
画
歎
が
た
だ
一
つ
の
方
程
式
の
み
で
典
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
ゼ
は
な
い
。

ヰ
の
知
ト
川
J

品
パ
レ
ト
オ
の
北
試
配
正
し
い
J

烈
し
、
生
産
の
技
術
的
健
作
，
T
唯
一
つ
の
ガ
純
式
ザ
表
現
し
件
な
じ
れ
ば
.

多
く
の
方
程
式
を
用
ひ
て
表
現
す
れ
ば
よ

h
。
バ
レ
ト
の
如
〈
偏
徴
分
方
程
式
を
用
ひ
る
結
果
は
、

寧
ろ
事
態
を

徒
ら
に
不
明
瞭
な
ら
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
。

最
後
に
方
程
式
仰
の
他
の
部
分
、
諸
企
業
間
に
於
げ
る
生
産
物
の
分
配
の
問
題
ぞ
論
じ
よ
う
。

場
合
、
上
記
の
一
産
業
一
企
業
の
仮
定
を
捨
て
¥
戸
、

如
く
展
開
す
る
。

バ
レ
ト
は
此
の

一
般
に
は
多
数
の
生
産
者
が
め
る
と
考
へ
る
。
而
し
て
次
の

「
今
戎
る
企
業
が
財
一
凶
を
仏
日
生
産
す
る
と
す
る
。
然
ら
ば
、
そ
の
企
業
が
生
産
を
九
だ
け
増
加
す
る
場
合
に
は
、

∞
の
生
産
費
は
一
定
量
だ
け
増
加
す
る
筈
で
あ
る
が
、
企
業
が
生
産
費
を
極
小
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
限
り
、
そ

れ
は
0
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
突
の
方
程
式
が
輿
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

.
ハ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻

九

第
五
獄

一
二
九

Pareto， Cours， T.~ 2， p. 85.栗村雄吉、流拠論文 p.""9・Zawadzki 色亦、常
毅的生産係重立が事産するの故を以て、(:，日)の知<r生産函鍛Ji'表はす事士
樫む。 (L白 MaLhematiquesopplique，ea d(;. p. 227・)
Schnei<ier， a. a. O. S. 2-d. 此の場合生法係数中には (1，2)の加〈偏徴係重量k
して最早定義し得ぬ色のが生すーる それらは常微係毅kして定義されるであ
らう。命此勤に翻して波i会・久武「駐車耳串しへ・の通事の慮用」は教ムる所多い。
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ハレ

F
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻

j~ 

第
五
披

。

E

u

u

σ

・

0
H
1
i
h
+
U
7
{
|
l
f
 

む
〔
H

N

h

c

九
日
門
戸

N

一
企
業
に
劃
し
て
一
箇
宛
だ
け
類
似
の
方
程
式
が
存
在
す
る
。
而
し
て
ぞ
れ
が
生
産
の
分
配
を
決
定
す
る
。
ι

(

]

[

w

H

U

)

 

問
題
の
所
在
は
明
か
で
め
る
が
、

此
の
解
答
は
そ
の
ま
〉
受
取
り
難
い
。

に
注
意
す
べ

(

一

[

岡

山

)

に
於
て
第

き
は
生
産
高
も
に
闘
す
る
微
分
計
算
が
偏
微
分
計
算
で
あ
る
賄
で
J

め
る
。
(

]

{

w

h

w

)

 

に
よ
り

p
u
p
十
ぢ

r
y
+

了
う
'
p
山
・

3

、

1
t
〆

1
t↓
i

心
れ
は
限
界
生
産
資
ド
生
産
高
に
関
し
て
い
胤
微
分
さ
れ
仁
こ
と
を
意
味
寸
る
。

比
三
〉

f
i
L

μHJLdU
限
且
剖
召
す
用

費
は
生
産
高
N
U
外
の
何
に
依
存
す
る
か
?

L
U

ト
白
戸
、

nu--恭氏戸
A
J

一

民
G
里
山
ヨ
叶
日

JEM
寸

d
る

卒
均

生
産
費
で

あ
る一こ
。'n

~p は
t， 1;良

企 J界
業生
は 1を

'ピ
1

J
て
7
「

C
J
4
R
E
O

、。

巴

4
1
b
n町
J

l

p
セ
，

L
‘4
d
p
i
w

費
極
小
の
焼
件
式
で
あ
る
。
然
し
企
業
が
最
小
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
は
、

極
大
な
五
利
潤
率
を
追
求
す
る
。
夫
故
に
此
の

(
H
L
U
)
は
異
賀
の
生
産
高
決
定
の
僚
件
式
で
は
な
い
。

此
の
動
じ
闘
す
る
パ
レ
ト
の
紋
遁
は
詑
目
に
値
す
る
円

(
附
註
さ

「
耳
目
々
は
〔
同
〕
〔
凶
、
v
i
-
-
t
・
の
生
産
が
濁
立
で
あ
る
司
ど
仮
定
す
る
。
既
に
吾
々
が
X
Y
-
-
:
:
を
生
産
し
た
場
令
に
於
げ
る
与
同

:-3・

生
戸~一、産

ーー費
背戸は

弓員手t
11 11 の
官合知
崎正 p

士±で
55 あ
Jf rら
+十 J，
1コ唱 。冊。
~ 
'< :.<. 

十十

><: ~ 

此
の
表
式
は
悶
一
の
函
毅
の
偏
一
等
雨
数
で
あ
る
事
も
あ
れ
ば
、
然
も
き
る
事
も
あ
る
。
若
し
王
日
々
が
そ
れ
で
あ
る
事
を
認
め
る
な
ら
ば
、
製
造
の

順
序
蕗
湿
の
如
何
に
関
せ
子
、
吾
々
は
常
じ
同
一
の
結
果
に
達
す
る
事
を
認
め
る
と
同
じ
で
あ
る
。
若
し
き
う
で
な
げ
れ
ば
生
産
費
は
此
の
順
序

と
共
に
副
理
化
す
る
で
あ
ら
わ
o

問
題
は
貫
肢
の
減
察
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
差
常
り
債
格
h
h
:
・
:
・
を
常
毅
主
看
倣
し
で
も
現

賓
と
あ
ま

h
懸
げ
は
な
れ
る
事
は
な
い
。
此
の
仮
定
と
、
司
叩
'h

-
・
・
は
唯
X
の
み
の
雨
数
、

h
J
句
-
・
;
目
ば
唯
Y
の
み
の
福
間
数
と
仮
定
し
た
事 0) 

Poreto， Manuel， p. 635-636. Pietri Tonelli， 
2句-264・も亦全t同様である。
今 Cou日に於げる生産係数は平均的なちのとして定義されτゐる、と見る事
を許畠きれたL、。然る時 T.2. p. 90の方程式(1)はJlbの傑件を表はす事と
なる。合此の慰第三官官参照。
~lanueJ ， p. 608 t:t suiv. 

Traite d'econom:ie rationelle， p 9) 
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を
想
起
す
る
事
と
に
依
っ
て
、
上
記
の
表
式
そ
の
偏
導
函
最
た
品
積
分
雨
数
が
確
か
に
存
在
す
る
。
更
に
苦
々
は
此
等
の
方
格
式
の
各
ア
伊
也
積
分

し
得
て
、
別
々
に
Y
V
:
-
E
E
-
-
-
の
生
産
費
を
得
る
。
」

遂
に
「
生
産
が
樹
立
で
あ
る
」
と
は
、
生
産
係
鍛
が
そ
れ
が
関
係
す
る
生
産
高
の
み
の
函
数
で
あ
る
こ
と
を
云
ム
の
で
あ
ら
う
。
さ
て
忍
は
今
後

半
の
加
限
定
、
生
産
係
数
は
そ
れ
が
関
係
す
る
生
産
物
の
み
の
函
毅
で
め
る
と
い
ふ
仮
定
に
注
目
す
る
。
此
一

ω仮
定
は
生
産
は
費
用
品
開
小
剛
線
に
滑

っ
て
行
は
れ
る
事
よ
h
ノ
論
説
し
得
る
事
柄
な
の
で
あ
る
。
(
後
通
参
照
。
)
勿
-
論
此
の
場
合
に
は
生
産
の
技
術
的
傑
件
は
ニ

L
)
と
は
異
う
た
形
で

闘
え
ら
れ
る
。
(
例
へ
ば
(
圃
唱
団
)
の
知
〈
。
)
此
の
事
は
生
産
が
所
謂
結
令
生
産
で
な
い
場
合
に
は
常
然
許
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
生
産
財
債

格
所
興
と
す
れ
ば
(
戸
凶
)
及
び
こ
れ
と
類
似
の
方
程
式
よ

b
(
プ
ご
は
導
き
得
る
が
、
(
ア
]
)
よ
り
(
園
-
M
)

は
一
般
に
は
(
生
産
物
撤
と
生
産
財

鍛
と
が
同
-
で
な
い
限

h
)導
き
得
ぬ
事
で
あ
る
。

(
附
智
Z
}

一
見
仰
は

mh聞
の
労
相
杭
式
を
含
む
が
・
ぞ
の
一
つ
は
他
の
aau
の
よ
ち
導
ー
か
れ
る
q

A
S
仰
を

(H-ux--と
を
用
ひ
て
4
4

向
改
め
れ
ば
、

同

一
山
正
以

U
副
島
↓
一

{
(
J
4目
V
V
Cい
同

斗

s
p
f
千

-aE
・:
2
・)
ι
M

-

J

F

.

 

戸
市
旬
、
ム
イ

M
d寸@+一円
J
I
T
一wvr句+目
K
O均
十
九
:
:
中
仏
A

円

園

。

と
な
る
。
遁
遁
相
加
は
へ
て

同

同

(

同

L
S
-
p
k
+可
H
J『

+
i
z
-
-
-
-
H
Fヨ
十
詞
司

+iz----+-(muF+-sru内+::・・
)ι
凶
+
」
(
♂
+
目
u
e
r
u
可
+
:
・
:
}
品
可
+
・

。

・

。

を
得
品
。
同
州
を
用
ひ
で
、

(
-
L
e
s
H
N
h階
H

〉
+
苦
闘
十
・
J
i
-
-
-

今
考
、
へ
て
ゐ
る
仮
定
の
下
で
は
、
(
ア

3
に
よ
り
、

(
-
L
3
8計
指
日
〉
十
三
国
+
?
η
+
:
:・

と
な
る
。
依
っ
て

故

圭早 〉

じ十
(E) a' 
ω 田

『ι
中も
口。

l 。
..... 寸一

個
Uコ
方
程 H
式主l
伽da' 
ヘロl
ぱ主。
nl 
+ 

パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻

九

第
五
就

一一一

i止の理由に闘しでは、例へば R.COll::a.nt砂 Vorl"sung四百ber，Di偽rentiaI・llnd
Integrel".hnun.g， Bd. 2， 1929， S. 2~p. 高木良治、解析概論(岩波講座数皐)、
p・262 以下、?参照され度し、。先・づ悲鳴積分の概念を確認する事が必要であ
る。 l

止の場合、生産係戴は定義?多少 C'，2) J 1)轡カ・へねばな主れ。

12) 

13) 



バ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

国

H
E
・

。HC
・

が
輿
へ
ら
れ
、
ぱ
痩
り
の
一
つ

〉
H
〉

第
四
十
二
巻

第
五
一
競

一一ー

九

四

、
品
目
申

2
z
-
d

，
E
E
-
-て

は
こ
れ
よ

b
導
か
れ
る
。
依
っ
て
向
に
は
目
l
H
側
し
か
力
稜
式
が
な
い

k
考
へ
て
よ
い
。

北
の
駄
に
つ
い
て
は
忍
は
米
問
先
生
の
論
文
J
b多
〈
の
教
戒
を
受

u
t。

パ
レ
ト
ウ
は
怜
も
ワ
ル
ヲ
ス
正
同
様
に
、

5
 

0
c
E
u
に
於
で
は
交
換
生
産
の
均
衡
と
姐
列
的
に
、
資
本
化
の
均
衡
や
-
6取
扱
っ
て
ゐ
る
が
、
民
自
口
止

"

四

彼
日
よ
れ
，
i
卑札一転海町念
Z
K
P
M拙
憐
勾
情
論
も
司
恰
?
あ
る
む

に
於
て
は
「
資
本
L

に
比
一
極
の
重
要
き
を
認
め
て
ゐ
な
い
、

で
あ
る
。

、h
h
h
読めレ

rnみ
A

P

、1ノ
阿

μ

i

l
L
-
一1
E
1
2
J
/
ν
自
ー

周
知
の
如
く
バ
レ
ト
オ
の
資
本
概
念
は
ワ
ル
ラ
ス
の
そ
れ
に
同
じ
い
。
パ
レ
ト
オ
ば
「
時
間
的
費
形
」

(
E
Z言
自
己
一

E
含

z
r
z
E阿
国
)
な
る

も
の
を
考
へ
る
。
此
の
時
間
的
措
型
形
を
寸
或
る
時
勤
に
於
て
使
用
し
得
る
財
に
他
の
時
勤
に
於
て
使
用
す
る
事
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
資
本
概
念
を

使
用
す
る
と
同
一
の
結
果
に
到
達
す
る
。
此
の
場
合
は
雨
時
艶
閉
の
債
格
の
開
き
が
時
間
的
境
形
の
債
格
と
じ
て
A
Y
4
来
の
支
出
を
鴛
す
。
資
本
概

念
を
使
用
す
る
場
合
に
は
時
間
的
雛
形
は
生
産
の
以
前
に
資
本
を
獲
得
す
る
必
要
よ

h
生
じ
時
間
的
現
形
の
債
格
は
資
本
の
使
用
の
費
用
の
一

部
分
身
鴻
す
。
而
し

τ
コ
般
に
、
人
身
が
資
本
の
使
用
に
於

τ(或
ひ
は
こ
れ
は
艶
隠
す
る
時
間
的
現
形
の
矯
に
)
遭
遇
す
る
所
の
障
砕
は
資
本

J

(

或
ひ
ば
此
の
時
肉
的
強
形
を
行
ム
角
の
手
段
〕
が
苦
々
の
欲
望
を
満
足
せ
し
め
る
に
は
必
要
な
数
量
よ
り
も
会
な
い
事
に
由
来
す
る
。
而
し
て
資

本
の
純
収
入
(
或
ひ
は
時
間
的
強
形
の
債
格
)
が
症
予
る
の
は
か
く
の
知
き
障
碍
k
苦
々
の
欲
望
と
の
封
立
か
ら
で
あ
る
。
」
即
は
ち
、
此
の
償
絡
も

経
済
均
衡
と
同
時
的
に
決
定
き
る
べ
き
色
の
で
あ
る
。

「数撃的経理事撃の概念上経済論叢三十ノ三.r厳撃的将官奇襲の論理的構造」同誌
三」ノー、ニ「致事前量産務串の論理的構造の批剣」開法三二ノ;三、
Cou回.T. 1. P・49凶中山伊知郎、「レオンヴルラ旦の資本利子論J(神戸商大
新聞編、経済科書喜)p.' 123. 16) M.nud， p. 296. 17) Manud， p. '75・
以上についでは ManueI.p. 296-'303・P田 305-316.
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